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んはちょっと困った様子で､先生がたくさん赤を入れてきている､といわれ
た｡初めのうちは訳者の事を慮って､その訂正箇所を見せてくれなかったが､
それでは作業がスムーズに進められないので､結局は3人で読み､検討しなが
ら行うことになった｡ 先生の指摘は､解説部分､断片本文訳､典拠の訳および
解説とすべてにわたっていた｡ 解説については不正確である､分かりにくいと
いったことであったので､その訂正は比較的やりやすかったが､困ったのは本
文訳である｡明らかな誤訳の指摘から､解釈の違いに属するもの､日本語の措
辞に関わるものなど多岐にわたっていた｡本来なら各担当訳者に先生の訂正原
稿を渡し､それを基に検討して訳し直したものを送り返してもらうべきであっ
たろうが､そのような時間的余裕はなかった (今ならファックスで送り､eメー
ルで返事をもらうことが可能であろうが､当時はファックスでさえ家庭に普及
していなかった!)｡ 先生の指摘は赤鉛筆と青鉛筆とで記入されていた｡とこ
ろどころに疑問符や感嘆符がついており､時には ｢注意!!｣と感嘆符を二つ
も三つもつけてあるところもあった｡ そのような箇所を目にすると､授業の準
備で忙しい折りに､深夜､書斎で (一度だけお邪魔したことがある)テクスト
を丹念に読み､ある時はため息をつきながら､ある時は ｢あほ｣と咳きながら
(先生が ｢あほ｣と叱責されるのを開いたことはないカウ､ある時は苦笑しな
がら､厳格な注意､訂正､指摘を書き込み､感嘆符を一つ､二つと静かに力を
込めて記されている先生の姿を想像した｡そこにはもっと正確に読め､もっと
厳密に読め､もっと探く読め､という先生の厳しくも暖かいメッセージがこめ
られていたと思う｡
これと同じことは､93年初頭に繰り返された｡エウリ-ピデース断片翻訳の
時である｡先生の手を煩わすことなくよい翻訳を作成しようと努力したのであ
るが､岡先生はこのときもまた遭隙なくその桐眼ぶりを発揮し､僕 (たち)の
誤りを見逃すことなく､誠実に精力的に仕事をきれ､多くの書き込みをしてく
ださった｡ 自分の浅学非才ぶりに恒悦たる思いを抱きながらも､それらを読む
幸運に恵まれた僕は､実に得難い特権的個人教授の時を享受したのであって､
先生のお仕事に密かに ｢通信添削｣と名付け､折に触れては思い出し､今なお
深く感謝しているのである｡先生のそのような桐眼をなお免れて僕の誤訳が一
つ残ったのは､岡先生もまた人間的であったのだ､と懐かしく思い起こしてい
る｡
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